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使用し て琳文詢ヶ気メ2■ (F‐せ めヽっ P/C t夕 く と t aを

メ T′ミす 3｀ と.バダ辱 2ブ 3.ヶ あヽ′茶 生浪だ が“,7

o場 合 あ 3、ヽ :ふ基 上か向が上記 と異 3森 々の場茶 ′ミつ

、ヽ2o試 験奮ネ嗜夕|'コト示す五 7で
｀
あ3.

か 2 荷 試 験 用 グラツ ト●百ιハ

看考 語 ●メンl W / c げン)ス●'`あ ″じ 螺

I―′ , 十二 ん
′
チ ホ

′2■ 塁

′よ 蒲

I‐′ ダ し ′′

2′

Z ヽ θ●1

う 早蔵 `′

Zヽ/ 書瑾 ′′2■ a● 22(

Z 早眼 ル ′2よ 有

, ′0/

来 十
′́

亥
イ̀

|き ./′

C(

′

3.桁 によふびグゆ摯おヽ験

試験桁 のす鬼′よ/「x ガ́′c■,レースキ衝′ま/るし″と

し,デ レストレスの事入′t″φ″″ ″7こ銅 “̀ ルノを

∫オハι, か2●コこな のク
‐ラらおt'主入 し2′ 材 冷う。

あ 3ヽ 諄夕ぬざ,か維拭醸 t行 った。グレストレス募ヘ

ぁトグオ離事t験に′̀つ ンフウー1●裔定オやいダサ を'りえ

L卜 .経 果はな-2卜nDテlミ示したが′2●こ L4亡打戻

ざまぅ キRtt t示 した7‐ラう卜tnヽ た袴に,ネい〆中

小を生ビながっr‐.

―-104-一

、コZ合 ν́́′

乎撻Lホ3/トルトしてメント

%ン ル

タ場u材料rr t

試験淑仝「日




